
平成15年度に旅館業法等の規制が緩和されてから、全国的に農林漁家民宿の新規開業が行い易くなりました。

複数省庁にまたがる一連の緩和を実現させた原動力は小泉内閣の「政治主導力」であったことが改めて認識されまし

た。ここから見えてきたのはいま大きな問題になっている「原発」。この結果を招いたのは他でもない主権者である国民

一人ひとりの選択であったことが、民宿の規制緩和に関する研究を通して見えてきました。

やや堅苦しい内容ですが、是非とも将来を担う高校生と一緒に今後の方向性について考えてみたいと思います。

政治・
行政

農林漁家民宿の規制緩和から見えた「原発と政治」

担当教員：中尾 誠二 教授

● 受講人数の目安：何人でも可能

● 所要時間の目安：40～50分

● 高校でご準備いただきたいもの：プロジェクター、スクリーン
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